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研究目的研究目的

本研究では実験圃場の黒ボク土

の土壌水分特性曲線を作成し，利 用

することにより 降雨による土壌水分のすることにより，降雨による土壌水分の

変動について解析すること変動について解析すること

を目的とするを目的とする．



観測地：宮崎大学内附属農場農



観測項目観測項目
・圃場地下水位圃場地下水位

・土壌水分ポテンシャル

ｐＦ値アナログテンションメータ

（深さ 100cmまで10cmごと)（深さ 100cmまで10cmごと)

ｐＦ値デジタルテンションメータ

(深さ10cm ）

・降雨量・降雨量



土壌水分特性曲線の作成
実験装置

土壌 測定器 自動圧力調節器土壌ｐＦ測定器 自動圧力調節器
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降雨と土壌水分の関係
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土壌水分の移動
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ま と め
• 実験圃場の黒ボク土の土壌水分特性曲線を作成
することにより 測定されたｐＦ値から土壌水分量することにより，測定されたｐＦ値から土壌水分量
を推定することができた．

降雨による土壌水分の増加は降雨前の土壌水分• 降雨による土壌水分の増加は降雨前の土壌水分
量が5.4mmから5.6mmの場合，土壌水分の増加の
変動幅は小さい また 実験圃場の黒ボク土の圃変動幅は小さい．また、実験圃場の黒ボク土の圃
場容水量は5.8mm付近であると考えられる．

土壌水分 降 増加 土壌中 浸透• 土壌水分は降雨によって増加し，土壌中に浸透し
た水は実験圃場のような裸地状態の場合，地表面
方向 移動は少なく時間をかけ 重力水となり方向への移動は少なく時間をかけて重力水となり，
徐々に降下浸透する．



今後の課題

• 作物が栽培されている状態で，１年通し

て降雨量と地下水位及び土壌水分の変

動の解析を進めることにより，灌漑水

量・灌漑時期の決定の手がかりとなると

考えられる考えられる．


